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１．はじめに
　『マニ ・ カンブン』（Mani bka’ ’bum）はチベット土着の仏典であり、埋蔵経典
（gter ma）の一つである。観自在菩薩の化身とされる古代チベット王ソンツェン
ガンポ（没650）の遺書として著されたとされるが、『マニ ・ カンブン』の真の作




く浄土経典である。全編で観自在菩薩の心髄としての六字真言「オーン ・ マ ・ ニ ・










ンガンポの業績と生涯の巻」（chos skyong ba’i rgyal po srong btsan sgam po’i 
mdzad pa rnam thar gyi skor）の第17話
２
（以下、「ソンツェンガンポ王伝記」）、
もう一つは「世自在王子本生譚」（rgyal bu ’jig rten dbang phyug gi skyes rabs
３
）








教えの時代として設定されている。王子の名前は世自在（Lokeśvara, ’Jig rten 
dbang phyug）王子であり、彼はジャヤンガジャ（sGra dbyang rnga sgra）王の
息子である。彼には二人の妻と二人の子供がいる。妻の一人は日月光女（Nyi zla’i 
srong ma）、他の一人は虚空光女（Nam mkha’ sgron ma）であり、ソンツェンガ
ンポ王の二人の妻に同定される。前者はネパール出身のティツン（Khri btsun）
妃、後者は唐の公女（kong jo）である。




（Macdonald 1969; Ehrhardt 2013; Makidono 2014; 槇殿　2018a）。『マニ ・ カンブ
ン』とダライ ・ ラマ政権の関わりは先行研究によって指摘されてきた。歴代のダ
ライ ・ ラマは観自在菩薩の化身とみなされているが、このことに関して、ワッデ








I am of opinion that the fiction which credits King Srongtsan Gampo and 
the Dalai Lāma with being the incarnations of Avalokita dates no farther 
back than 1640 A.D., and was the invention of Ngag-wng Lo-tsang the first 
Grant Dalai Lāma....I can only now say that I believe that this crafty Grand 
Lāma, in order to consolidate his freshly acquired rule and that of his order 
in the Priest-Kingship of Tibet, did himself invent the theory of his being 
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the incarnation of Avalokita, the president and protector of the creatures in 
each of he six worlds of re-birth, and also the Controller of Metempsychosis, 
the Dread Judge of the Dead, before whose tribunal all mortals must 
appear. Posing in this way as the God-of-Gods incarnate, he build himself a 
palace-temple on a hill newar Lhāsa, which he named Potala after the 
mythic Indian res whose symbols he now invested himself with. And he 
invented legends magnifying the powers of Avalokita. and wrote amongst 
others fictious histories, as I believe the Mani-bkah-hbum, a work which is 
usually teated as historical, and dated a thoudand years earlier, and 



















　以下の本稿で、ダライ ・ ラマ政権にとっての『マニ ・ カンブン』の重要性につ
いて、ダライ ・ ラマ五世の前世譚と『マニ ・ カンブン』に描かれた「ヴェッサン









）についてのサンスレイマ ・ ウジェート（Sangsereima Ujeed）による研究
は、ダライ ・ ラマ五世が自身を観自在菩薩と同定し、彼の前世が「ジャヤンガジャ








子世自在（’jig rten dbang phyug）として生まれたとき、十六歳のときに、
































（Shing khri can）がすべての願いをかなえる如意宝（nor bu dgos ’dod ’byung 
ba）を請うままにあげたので、息子の父母は暗黒山ジャロクジャチェン（bdud 



























































































dbang bskur）を受けて、ジャチェン国の名声源（Grags pa’i ’byung gnas）［とい


































































わたしは大乗仏教の意味に心を配って（manasikāra, yid la byed）内で瞑想生活





























































　世自在王子（’Lokeśvararājaputra, rgyal bu ’Jig rten dbang phyug）の本生譚で
ございます。オーン ・ マ ・ ニ ・ ペ ・ メ ・ フーン。大慈悲［観自在菩薩］様に拝礼
いたします。大慈悲様の化身、護法王たる主君ソンツェンガンポ王は、木女兎年
の第七月第八日、新年の饗宴の際、微笑まれたので、その地域を護っている大臣
のガルトンツェン（mgGar stong btsan）と、翻訳経官のトンミサンボータ（lo 

























































pa’i ’byung gnas）と申します。わたし自身は日月光女（Nyi zla sgron ma）
と申します」と言いました。一人は「国［の名］は蓮華（Padmo）と申しま






































































































































































































































































































































































































































































































































りもっと行いました。息子、光線頂に有頂天王（rgyal po dga’ ba’i tog）の娘、曼
荼羅を［嫁として］取り、王座につけました。娘の青睡蓮女（utpala ma）はバラ
モン、楽造（bde byed）の息子たちの中で最上の者に嫁がせました。王が法性の
意味を修習したとき、そこで、太子は覚者（mngon par rdzogs par sangs rgyas）
となり、名前も、如来阿羅漢仏陀遍威光積（Kun nas dpal brtsegs）王となった。
彼の世界に住する者たちすべてを果（’bras bu）に配し、預流果、一来果、不還
果、阿羅漢果、縁覚と［なり］、あるものは菩提心（byang chub tu sems bskyed）
を起こしました。能力と門（sgo）の最も劣等な者たちも転輪聖王か神と人間に生





）です。世自在太子はわたしです。母上、無垢（Dri ma med pa）は、この
パドマツェサジサトウカルマ（Padma tshe yongs bza’ ’bri za thod dkar ma）で
す。名声源王（rgyal po grags pa’i ’byung gnas）はこのネパール王バハ（Bha ha）
です。当時の日月光女は現在のネパール皇女ティツン（Khri btsun）です。無垢
王は中国の太宗です。虚空光女は現在の中国の公女（Kong jo）です。化身の僧侶
光明（’od）はトンミサンボータ（thon mi sambho ta）です。僧侶慧光（shes rab 
’od）はマンジュシュリー（Mañjuśrī）です。インドラ神は護国のガルトンツェン
ユルスン（mGar stong btsan yul bsrungs）です。妃二人の行く手を遮ったラー
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ものである。論文の一部は第十五回国際チベット学会（The Fifteenth Seminar of the Interna-
tional Association for Tibetan Studies at Paris）での発表に基づいている。本稿は二〇一八年
度から継続する本年度の科学研究費補助金基盤研究Ｃ（課題番号18K00066）の成果の一部を成
す。
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